
問
に
答
ふ

■
一

　

鉛
筆
畫
は
重
に
形
を
研
究
す
る
も
の
に
や

二
　

コ
ン
テ
ー
畫
は
何
を
研
究
す
る
に
便
利
な
り

や
三
　
木
炭
畫

の
長
所
四
　
コ
ン
テ
ー
に
て
風
景

寫
生
は
便
利
な
り

や
五
　
木
炭
畫

の
風
景
寫
生

の

便
否
六
　
花
を
寫
す
時
彩
料

に
な

い
色
が
見
え
る

か

ゝ
る
時
は
他

の
色

と
の
配
合
に
よ
り
て
實
物
の

如
く
見
え
得
る
も
の
に
や
(
E
C
生
）
◎
一
　

必
ず

し
も
形
の
み
と
限
ら
ず
濃
淡
を
も
研
究
し
得

べ
し

本
誌
所
載
の
カ
ツ

サ
ン
氏
臨
本
を
見
よ
二
　
寫
眞

よ
り
描
く
肖
像
畫

や
模
寫
な
ど
に
便
利
な
り
曾
て

は
教
育
上
多
く
用
ひ
た
れ
ど
今
は
殆
ど
用
な
し
三

木
炭
畫

は

一
度
畫
き
し
處

を
消
取
る
に
都
合
よ
く

總
て
の
寫
生
に
便
利
な
り
但
戸
外
寫
生

に
は
携
帶

に
便
な
ら
ず
四
　
不
便
な
り
五
　
三
の
答

へ
の
通

り
六
　
經
驗

を
積
み

て
後
は
自
在
な
る
べ
し
　
六

大
下
先
生
畫

、
松
聲
堂
發
行
熱
海

エ
ハ
ガ
キ
錦
浦

海
面
及
山
の
色
の
配
合
を
問
ふ
(
天
野
生

)◎
海
は

イ

ン
ジ
ゴ
ー
に
僅
か
の
オ
レ
ン
ジ
を
加

へ
山
は

コ

バ
ル
ト
、
イ

ン
ヂ
ゴ
ー
、
ヴ
ア
ミ
リ
オ
ン
等
を
混

ぜ
り
、
併
し
印
刷
上
の
功
果
は
原
色
と
同
じ
か
ら

ず
■
一
　

分
度
器
と
は
何
な
り

や
二
　
畫

板
は
ポ

ー
ル
紙
に
て
可
な
り

や
、
木
は
何
が
よ
き
か

(
丸

山
生
)
◎

一　

分
度
器
と
は
半
圓
形
に
目
の
盛
り

た
る
も
の
文
房
店
に
賣
れ
り
實
物
を
見
た
ら
使
用

法

も
解
さ
る
べ
し

二
　
厚
き
ポ
ー
ル
に
て
も
可
、

木
な
ら
朴
が

一
番
よ
し
桐

に
て
も
何
に
て
も
輕
く

し
て
反
り
返
ら
ぬ
も
の
よ
し
■
一
　

官
費

に
て
東

京
美
術
學
校
に
入
學
し
得

る
や
二
　
修
業
年
限
其

他
自
費
生
と
同
じ
き

や
三
　
其
待
遇

及
卒
業
後

の

義
務
如
何
四
　
他

に
自
費
に
よ
ら
ず
し
て
繪
畫

を

學
び
得
る
處
あ
り
や
(
Z
生
)
一
、
一
、
三
　
圖
畫

師

範
科
は
多
少

の
手
當
を
給
さ
る
べ
し
、
委
し
く
は

同
校
よ
り
規
則
書
を
取
寄

せ
見
ら
る
べ
し
四
　
な

し
■
一
　

昨
秋
文
部
省
展
覽
會

の
石
川
氏
作

「
森

の
路
」
の
批
評
に
圖
樣

は
客
觀

、
色
彩
は
主
觀

と

あ
り
然
ら
ば
加
藤
氏
の

「
出
町
の
冬
」
も
同

一
の

批
評
を
下

し
得
べ
し
と
思
ふ
如
何
二
　
現

今
我
國

水
彩
畫
大
家

の
畫
風
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
れ
ど
こ
れ

は
各
自
の
特
色
を
發
輝

せ
し
も
の
に
や
、
又
は
幾

分
歐

洲
の
畫
風
の
系
統
を
有
す

る
に
や
三
　
穗
高

山
の
麓

の
前
景
な
る
黄
な
る
葉
の
蔭
影
は
何
を
用

ひ
ら
れ
し
や
(
小
神
野
生
)◎
一
　

「
出
町
の
冬
」

は
よ
く
記
臆
せ
ず
二
　

初
め
は
英
國
風
佛
國
風
と

い
ふ
位
ひ
の
系
統
も
あ
り
し
な
ら
ん
が
今
は
各

一

家

の
特
色

を
現
は

し
居

る

や
う
な
り
三

　
イ

ン
ヂ

ゴ

ー
、
オ

ー
レ
オ

リ

ン
、
バ

ン
ト

ミ
ー
ナ

の
類
な

ら
ん
今
は
記
臆

せ
ず讀

者
の
領
分

■
カ
ツ
サ
ン
氏
鉛
筆
臨
畫
帖
御
入
用
の
方
は
廉
價

に
て
讓
與
す
べ
し
(
下
關
市
南
部

町
藤
井
直

二
郎
)

■
大
下
先
生
『
繪
日
記
の
う
ち
』
續
載
を
請
ふ

(
一

紅
生
)
■
一

年

三
四
回
臨
時
増
刊

を
出
し
て
下
さ

れ
(青
森

E
生
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
者
よ
り

◎

立
花
氏

へ
　

君
か
ら
送

ら
れ
た

二
葉

の

ス
ケ

ッ

チ
の
内

、
寺
院
の

方
は
色

が
寒
過

る

、
影

の
色

を

コ
バ
ル
ト

と
極

め

て
仕
舞

ふ
の
は

よ
く
な

い
。
紅

葉

の
方
は
面

白

い
出
來
で
あ

る
◎
住

田
氏

へ
　

肉

色

が
濁

つ
て

ゐ
る
、
人

の
顔

に
は
美
し

い
透

明

の

色

も
あ
る
も

の
で
あ

る
、
唇

な
ど
も
あ
ま
り

に
醜

い

　
　
日
本
水
彩
畫
會
新
會
友

山
形
縣
東
村
山
郡
天
童
町
大
字
北
目

　
　
　
　
　
　

佐

藤

理
太

郎

山
口
縣
山
口
町
道
場
門
前
武
部
方

　
　
　
　
　
　

池
　
田
　
成
　
文


